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（ １ ） 家 庭 と 地 域 、 学 校

（園）の共育力を向上させ

る 

（４）これからの社会を生

き抜く力を身につける 

（３）学校（園）を楽しい学

びの場にする 

（５）伝統文化を尊重し新

たな文化を創造する 

【基本的方向性】 

  

「共育」を基本理念とする 

地域社会の実現 

０歳から18歳までの 

連続した教育・子育て支援 

新しい時代を生き抜く 

 自分自身と向き合う 

人と人とのつながりの 

中で生きる  

【めざす子ども達の姿】 

【基本理念】 

計画の目的と位置付け 
 
 「千代田区共育大綱」及び「千代田区共育ビジョン」で示された、千代田区における次世代育成
支援及び教育振興についてのめざすべき姿を計画的に実現することを目的に、「（仮称）千代田
区共育推進計画」を策定します。 
 本計画は、千代田区の次世代育成支援の基本計画と、教育基本法に基づく千代田区の教育振
興基本計画の性格を併せ持つものです。 

（２）人権尊重の精神、豊

かな人間性、思いやりの

心を育む 

子どもの健やかに育つ 

権利の実現 

目標 

1～10 

目標

11,12 

目標 

13～22 

目標 

23～29 

目標 

30,31 

           千代田区共育大綱（千代田区共育ビジョン） （仮称）千代田区共育推進計画 ≪平成28～31年度≫ 

計画の特徴 
 ●「千代田区共育大綱（共育ビジョン）」で示された５つの基本的方向性に従い目標を設定した、目標管理型の計画とします。 

 ●目標ごとに、現状と課題の分析、課題解決のための施策の方向、指標とその考え方を示しています。 

計画期間 
 計画期間は、平成28年度から平成31年度までの４年間とします。平成31年度における数値目標を定め、目標にどの程度 

近づいたかを把握する目安としています。  

 

目  標 指  標 

目標 1 子育てが楽しいと思えるまちにする 子育てが楽しいと思う保護者の割合 子育てが楽しいと思えるまちにする ◇子育てが楽しいと思う保護者の割合   

目標 2 子どもが安全・安心に暮らせるまちにする ◇「安全・安心なまち」と思う人の割合 

目標 3 子どもがのびのびと遊べるまちにする ◇子どもの遊び場数 

目標 4 子育てにかかる経済的負担を軽減させ等しく良質な教育を受

ける権利を保障する 
－ 

目標 5 保育園の待機児童をなくす ◇待機児童数（厚生労働省基準） 

◇特定園留保のうち、兄弟姉妹のいる園への入園申請数 

目標 6 保育の質を高める ◇代替園庭として利用している公園等の整備数 

◇現在利用している保育・教育サービスに満足している保護者の割合 

目標 7 学童クラブの待機児童ゼロの堅持と放課後活動を充実させる ◇学童クラブ待機児童数 

目標 8 児童虐待のないまちをつくる ◇重篤な虐待事例の発生状況 

目標 9 発達に不安のある子どもへの支援を充実させる ◇子ども発達センター（さくらキッズ）の利用者満足度 

目標 10 家庭・地域・学校が連携・協力して子どもを育む ◇学校運営協議会の設置率 

目標 11 思いやりの心、豊かな心を育てる ◇「私は友達一人一人の心や命を大切にしている」と回答する子どもの 

割合 

目標 12 いじめのない学校（園）にする ◇「いじめは、どんな理由があってもいけない」と回答する子どもの割合 

目標 13 各校（園）の特色ある教育活動を進める【目標 30 に再掲】 ◇特色ある教育活動に対する保護者満足度 

目標 14 質の高い初等教育を維持・向上させる（８校８園体制の堅持） ◇区内在住で区立小学校に入学した子どもの割合 

目標 15 中等教育の魅力を向上させる ◇区民の区立学校進学率（区立中学校・中等教育学校） 

目標 16 各校・園の連携を進める ◇保幼小合同研修会に対する教職員満足度 

目標 17 不登校の子どもをなくす ◇不登校の出現率 

目標 18 特別な配慮が必要な子どもへの支援を進める ◇特別支援教室に対する保護者満足度 

◇特別支援教育指導員、学習・生活支援員に対する保護者満足度 

目標 19 健全な食生活を実践することができる力を育てる ◇食育全体計画を作成している区立学校の割合 

目標 20 子どもに関わる教職員の資質を向上させる － 

目標 21 今日的な教育課題に対応した質の高い教育施設の整備を進

める 

◇改築整備の基本構想を策定した小学校数 

目標 22 ＩＣＴを教育の様々な場面で活用する ◇授業におけるＩＣＴ機器活用率 

目標 23 基礎・基本を着実に定着させる ◇達成度調査で各教科の目標値を超えた子どもの割合 

目標 24 子どもの運動能力を向上させる ◇都平均を上回っている運動能力調査の種目数 

目標 25 グローバル化を見据えた国際社会で活躍できる人材を育てる ◇中学３年までに英検３級に合格した生徒の割合 

目標 26 2020 年の東京オリンピック・パラリンピックを契機とした教育を

進める【目標 31 に再掲】 

◇オリンピック・パラリンピック教育の年間指導計画作成 

目標 27 社会の変化に対応できる思考力・判断力を身に付けさせる ◇総合的な学習の時間での探究的な学習活動の実施 

目標 28 情報に関する正しい知識を身に付けさせる ◇ＳＮＳルールを策定している家庭の割合 

目標 29 子どもの読書活動を活性化させる ◇子どもの１人当たりの貸出冊数 

目標 30 各校（園）の特色ある教育活動を進める【目標 13 の再掲】 ◇特色ある教育活動に対する保護者満足度 

目標 31 2020 年の東京オリンピック・パラリンピックを契機とした教育を

進める【目標 26 の再掲】 

◇オリンピック・パラリンピック教育の年間指導計画作成 


